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肉質の良さを証明
第 100 回広島県畜産共進会「冬季枝肉の部」で、本市の牛が最優秀賞を獲得

東城の歴史的建造物を学び、「食」を楽しむ
庄原ファンクラブ会員交流イベント開催

農業
振興課

いちばんづくり課

　

12
月
３
日
、
広
島
市
中
央
御
売
市
場
の
食

肉
市
場
で
、
第
１
０
０
回
広
島
県
畜
産
共
進

会
「
冬
季
枝
肉
の
部
」
が
開
催
さ
れ
、
31
頭

（
去
勢
18
頭
、雌
13
頭
）が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
は
２
頭
が
出
品
さ
れ
、
㈱
ひ
ば

高
原
田
中
牧
場
が
最
優
秀
賞
、
ひ
ろ
し
ま
農

業
協
同
組
合　

西
城
肥
育
セ
ン
タ
ー
が
優
秀

賞
４
席
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

審
査
講
評
で
は
、
肉
質
が
良
質
な
も
の
が

揃
い
、
レ
ベ
ル
の
高
い
節
目
と
な
る
共
進
会

で
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
枝
肉
は
、「
肉

量
が
あ
り
、
脂
肪
の
質
も
非
常
に
良
好
で
か

な
り
優
れ
て
い
る
」
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
出
品
さ
れ
た
枝
肉
が
、
上
位
入

選
し
た
こ
と
で
改
め
て
肥
育
技
術
の
高
さ
と

日
々
の
飼
養
管
理
お
よ
び
先
人
か
ら
の
和
牛

改
良
の
努
力
の
積
み
重
ね
に
敬
意
を
示
す
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
24
日
、「
秋
の
東
城
ま
ち
歩
き
建
物
見

学
＆
つ
ま
み
食
い
ツ
ア
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
東
城
路
ま
ち
な
み
協
議
会
の

ガ
イ
ド
で
東
城
の
銘
菓
や
名
酒
の
お
店
に
立

ち
寄
り
な
が
ら
、「
三
楽
荘
」
な
ど
の
見
学
や

普
段
は
通
ら
な
い
よ
う
な
路
地
に
入
る
な
ど
、

ま
ち
な
み
散
策
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
庄
原
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
で
も
あ

る
本
市
出
身
の
書
道
家
、
坂
口
赤
道
さ
ん
の

お
手
製
ラ
ー
メ

ン
を
「
ま
ち
宿

有
栖
」
で
食
べ
、

そ
の
後
、
坂
口

さ
ん
の
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス

と
ト
ー
ク
を
楽

し
み
ま
し
た
。

坂
口
さ
ん
に
好

き
な
文
字
を

即
興
で
書
い
て

も
ら
っ
た
色
紙

を
、
参
加
者
は

と
て
も
嬉
し
そ

う
に
受
け
取
っ

て
い
ま
し
た
。

　

庄
原
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
情
報
は

イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
こ
ち

ら
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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第100回の節目を記念して
　第 100 回広島県畜産共進会記念フォーラム・11/27

　広島県畜産共進会の第 100 回目を記念して、庄原市民
会館で「第 100 回広島県畜産共進会記念フォーラム」が
開催されました。
　広島県畜産共進会は明治 42 年から始まり、牛の肉質を
評価する「枝肉の部」と、牛の体形・見た目を評価する「種
畜の部」の２つの部からなる伝統的な大会です。
　今回のフォーラムでは、島根大学法文学部社会文化学科
の板

い た が き

垣貴
た か し

志さんによる「和牛の歴史－日本史に刻まれた蹄
の跡－」について、広島県立総合技術研究所畜産技術セン
ターの河

こ う の

野幸
さ ち お

雄さんによる「七塚原 120 年のあゆみ」の
講演が行われました。また、パネルディスカッションでは、
パネラーの皆さんが「広島の牛の『食の切り口』からの価
値」について、たくさんの意見交換を行いました。 ▲意見を交わすパネリストの皆さん

最優秀賞を獲得した田中牧場の田中髙志さん（中央）

ガイドの説明を聞く参加者 壁画アートを体験

　最後には試食会も行われ、総領町にある飲食店の
シェフである水

み ず は し

橋聴
さとし

さんが、比婆牛の創作料理を参
加者全員に振る舞い、皆さん比婆牛の味を堪能して
いました。


